
富 岡 市 ９億5,033万５千円
甘 楽 町 ２億6,934万９千円
下仁田町 ２億2,784万５千円
南 牧 村 7,398万２千円

富 岡 市 １億　877万６千円
甘 楽 町 1,627万７千円

▼一般会計 ▼衛生管理センター事業特別会計

※ 歳入歳出差引額471万４千円は、令和５年度へ
の繰り越しと財政調整基金へ積み立てました。

歳　入 決算額 比率（％）
分担金・負担金 15億2,151万1千円 82.3
使用料・手数料 2,609万1千円 1.4
県支出金 36万6千円 0.0
財産収入 1千円 0.0
繰 入 金 211万8千円 0.1
繰 越 金 2,377万8千円 1.3
諸 収 入 903万9千円 0.5
組 合 債 2億6,610万0千円 14.4
計 18億4,900万4千円 100.0

※ 歳入歳出差引額3,311万2千円は、令和５年度
へ繰り越しました。

歳　入 決算額 比率（％）
分担金・負担金 1億2,505万3千円 38.9
使用料・手数料 810万8千円 2.5
国庫支出金 3,157万6千円 9.8
財産収入 88万2千円 0.3
繰 入 金 3,689万8千円 11.5
繰 越 金 202万8千円 0.6
諸 収 入 4万7千円 0.0
組 合 債 1億1,690万0千円 36.4
計 3億2,149万2千円 100.0

歳　出 決算額 比率（％）
衛 生 費 3億1,677万8千円 100.0
予 備 費 0千円 0.0
計 3億1,677万8千円 100.0

歳　出 決算額 比率（％）
議 会 費 78万5千円 0.0
総 務 費 5,270万7千円 2.9

① 衛 生 費 1億1,414万4千円 6.3
② 消 防 費 14億3,464万0千円 79.0
③ 教 育 費 1億　100万4千円 5.6

公 債 費 1億1,261万2千円 6.2
予 備 費 0千円 0.0
計 18億1,589万2千円 100.0
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町
か
ら
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
寄
贈
す
る

消
防
車
の
出
発
式
が
１
月
17
日
、
役

場
前
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ

町
の
使
節
団
が
訪
問
し
た
際
、
エ

ル
・
ロ
サ
リ
オ
市
内
で
消
防
車
不
足

の
実
態
を
把
握
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
計
画
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
寄

贈
車
両
は
、
町
消
防
団
で
使
わ
れ
て

い
た
ポ
ン
プ
車
で
、
在
ニ
カ
ラ
グ
ア

日
本
大
使
館
や（
一
社
）日
本
外
交
協

会
な
ど
の
協
力
の
も
と
、「
草
の
根
・

人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」

を
活
用
し
改
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
車
は
エ
ル
・
ロ
サ
リ
オ
市
に

配
備
さ
れ
、
操
作
方
法
な
ど
は
町
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
指
導
す
る
予
定
で

す
。

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
令和４年度決算のお知らせ

内
訳

内
訳

■ 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　 ☎62ｰ5261

① 衛生費： 救急医療対策事業（休日診療所業務委託
料、休日歯科診療所運営費補助金など）

② 消防費：消防施設維持管理事業など
③ 教育費：看護専門学校運営事業など

車体にはスペイン語で
「日本国民からの協力」と
記されています

サ
ン
デ
ィ
・
ダ
ビ
ラ
駐
日
ニ

カ
ラ
グ
ア
共
和
国
特
命
全
権

大
使（
左
）に
鍵
の
レ
プ
リ
カ

を
手
渡
す
茂
原
町
長

「
甘
楽
町
消
防
団
」の
表
示
を

残
し
た
ま
ま
、
車
両
は
現
地

仕
様
の
左
ハ
ン
ド
ル
に
改
造

町政の動き
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（敬称略）

氏　名 夫
妻 地　区

小柏 政美
史江 天引

結婚50周年（金婚式）を迎えたご夫婦
に慶祝状と記念品を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 ☎67-5162

～ おめでとうございます ～

100歳を迎えられ、慶祝状
と祝金を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 ☎67-5162

～ おめでとうございます ～

（敬称略）

氏　名 地　区

齊藤　いそ子 福島

　

都
市
地
域
か
ら
地
方
へ
住
所
を
移
し
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ
し
支
援
、
農
林

水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な
ど

の「
地
域
協
力
活
動
」を
行
い
な
が
ら
、

定
住
・
定
着
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み

で
す
。

　

１
月
4
日
に
新
た
に
２
人
を
任
命
し
、

現
在
６
人
の
隊
員
が
活
動
中
で
す
。

応
募
の
動
機
は
？

●
貴
秋
さ
ん

　

地
方
移
住
を
考
え
、
仕
事
を
す
る
な

ら
経
験
の
あ
る
蕎
麦
屋
を
、
お
店
を
出

す
な
ら
山
間
部
の
川
の
ほ
と
り
に
と
思

い
描
い
て
い
た
時
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

自
分
が
求
め
て
い
た
も
の
だ
と
思
い
、

す
ぐ
に
応
募
し
ま
し
た
。

●
の
ぞ
み
さ
ん

　

夫
が
望
む
仕
事
が
で
き
、「
に
ほ
ん
の

里
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
て
い
る
美
し

い
地
域
で
新
し
い
生
活
に
挑
戦
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

町
で
の
活
動
は
？

　

秋
畑
那
須
地
区
に
お
い
て
、
夫
婦
２

人
で
蕎
麦
屋
の
経
営
を
行
い
、「
ち
ぃ
じ

が
き
文
化
」の
継
承
を
メ
イ
ン
に
活
動

し
ま
す
。
店
で
は
地
域
の
特
産
品
や
ほ

か
の
協
力
隊
員
が
作
っ
た
物
を
販
売
す

る
な
ど
し
て
、
人
の
行
き
交
う【
拠
点
】

に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
貴
秋
さ
ん

　

ま
ず
は
蕎
麦
づ
く
り
の
継
承
、
そ
し

て
今
ま
で
の
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
た

お
店
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
自
分
で
蕎
麦
の
実
を
育
て
た
り
、
野

菜
を
育
て
た
り
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど

ん
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
の
ぞ
み
さ
ん

　

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、

20
年
間
飲
食
店
で
働
い
た
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
夫
の
夢
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す　
　
　
　
　
　
■
企
画
課
企
画
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係
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茂原町長から委嘱状を交付された
山本貴秋さん（右）とのぞみさん（左）

山
本
貴
秋

（
42
歳
）

山
本
の
ぞ
み
（
42
歳
）

              　

神
奈
川
県
川
崎
市
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

石
いし

臼
うす

挽
び

きをする山本さん夫妻

崎
市
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